
 

  

  

   

 

 

 

 

 

新潟 RC １１月第３例会 (2012.11.20) №2969 

 

(1) ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

(2) 下岡 正八会長挨拶 

報告事項 

 本日は宇尾野幹事、所用にて欠席なので、副幹事の若

槻さんに坐ってもらいました。報告事項が多く、会長の挨

拶は次回にします。 11 月 15 日、新潟ロータリークラブが

ホストクラブとなっている白根ロータリークラブの 50 周年記

念碑除幕式に、私と幹事・直前ガバナー石本さん・若杉さ

ん・得永さん・小飯田さんの６人で出席しました。現在白根

クラブは会員５０名ですが、チャーターメンバーが３人もお

いでになります。木暮さんは、50 年前の草創期について、

親ロータリーが知らないことも文章に保存していました。 

 生憎の雨でプログラム通りに進行しませんでしたが、和

気あいあいに宴も進行しました。日報の記者と写真係りが

来ていたので、次の日載るような話でしたが、載りませんで

した、残念! 

 11 月 17~18 日、2560 鈴木年度地区大会が長岡で開催さ

れました。17 日は８名、長岡グランドホテル、講師 羽賀友

信さんの国際情勢とロータリーの役割  18 日は 27 名、ア

オーレ長岡、東京都市大学院環境情報学部教授・TBS サ

ンデーモーニングのコメンテーターでもある、造園家涌井

雅之さんの記念講演「考えよう・育もう自然と命」世界的理

論としては、50~60 年前の世界的議論された理論を(実践

的な)体験や資料を用いて講演されました。私の研究課題

でもあり、大変おもしろく聴くことができました。自然がやっ

ていることから「力をいなす」を実践しなさい、ということで

す。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区大会で受賞したガバナー賞、感謝状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012～2013 年度 
国際ロータリー会長 

田 中 作 次 

2012～2013 年度
新潟ロータリー会長 

下 岡 正 八 

 

奉仕を通じて 平和を 

2012～13年度 国際ロータリーのテーマ 

 



(3) ビジターの紹介 

・松本 英明君(浪江RC) 

 

(4) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(樋熊 紀雄委員長) 

本間  彊君 木口 聖也君 

 

米山奨学会寄付発表（徳永 昭輝委員長) 

徳永 昭輝君  

 

(5) ニコニコボックス紹介（横山 芳郎委員） 

・石本隆太郎君 去る１１月１８日の地区大会において

石本ガバナー年度の地区会計決算案が承認され、ガバナ

ーの任務が１００％終了しました。鈴木ガバナーより感

謝状とともに記念品として火焔土器のレプリカを頂き

感謝しております。ありがとうございました。 

・登坂 直美君 佐渡の事業所を大和ハウス工業さんに

建てていただき、先週引越が終わりました。新しいスタ

ートでニコニコです。 

・本間  彊君 明後日から「新潟の食」をテーマに、

パリ、ベルリンへ和食と和菓子のチームがデモンストレ

ーションにまいります。私はフォローする立場で同行し

ます。そのため来週の例会は休ませて頂きます。最近、

なかなかホームクラブの例会に出席できず恐縮してお

ります。メーキャプでカバーしていますが、なるべく、

ホームクラブに出たいと思います。 

 

(6) 卓話「新潟州構想について 

（～検討報告書の概要～）」  

新潟市大都市制度推進課課長 高田 章子 氏 

 

(7) 本日の出席率 ７４．１２  ％ 

(2週間前メーク後 ８４．５３  ％) 

 

１１月２７日の例会予定 

卓話 －元禄の秘法を求めて－ 「臥牛窯の挑戦」 

臥牛窯 横石次郎 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟ロータリークラブ会員専用ホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/memmber/ 

 

会員専用ページログイン情報 

ユーザーID niigata 

パスワード rcrcrc 

 

 

コラム 
 

新潟医療福祉大学 

学長 山本 正治 

 
「汚れた唇－第２報」 

 
今から２４年前「汚れた唇－ロータリーク

ラブ事始」を書かせていただきました。 
「会場に流れるＢＧＭがふと耳に止まっ

た。それは心に優しく語りかけるフルートの

調べであった。毎週このような体験を繰り返

す内に自分もやってみたいと思うようになっ

た。デビューは定年のときと定めた。フルー

トには汚れた唇と入れ歯が大敵と聞く。子供

のような純真無垢な唇ほど音色が澄んでいる

と言われるが、これはもう望むべくもない。

せめて入れ歯にならないように、フルートを

磨くヒマがあったら歯を磨くよう心掛けてい

る。デビューまであと１５年、時間は十分あ

る。」 
 
このコラムはその顛末です。「汚れた唇－第

２報」と名づけます。曲はヘンデルの「ソナ

タト短調」でした。第１楽章はそれなりの出

来栄えでしたが、悲劇は２楽章で起こりまし

た。喉と唇が乾き、音が途中から出なくなっ

たのです。ピアノ伴奏だけがむなしく進行し

て行きます。この時の私の心境を哀れみくだ

さい！！！ 
この悲劇から１０年近く経ちました。今で

はすっかり立ち直り、練習に励んでおります。

汚れて乾燥した唇も“アルコール”で癒すと、

音色が良くなるように感ずる今日この頃で

す。 
追記：次期会長ですが、失敗しないように、

ご支援を宜しくお願いします。 

 


